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定期的に，研究ミーティングを行い，研究の進捗を

把握する（写真1，研究ミーティングの様子）。

最初の3ヶ月間，毎週の月，火，木曜日に臨床カ

テーテル治療現場で見学し，カテーテル治療と血管

内イメージングを習得する。その後の1ヶ月間，血

管内イメージングの解析を学習する。血管内イメー

ジングの解析を完全習得後，独立で解析を行う。最

後の3ヶ月間解析データをまとめ，論文を作成する。

２．研究目的と方法

血管内超音波，血管内視鏡，ＯＣＴ等冠動脈血管

内イメージングの進歩は著しく，冠動脈プラークの

器質の変化をより正確に検出することができるよう

になってきているが，血管内イメージングは侵襲的

な検査であり，かつ高額の費用であるため，カテー

テル治療を受ける患者以外に施行することはできな

い。代謝異常，機能異常を反映しているバイオマー

カーが冠動脈粥腫の性状を反映できるかはまだ分

かっていない。我々は血管内イメージングで得られ

た冠動脈プラークの器質の変化とバイオマーカーか
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テル治療を受ける冠動脈疾患の患者から採血し，血管内イメージング検査で得られたプラークの特

性とマルチバイオマーカーの相関を分析し，不安定プラークの予知とプラークの進展，改善を関連

するバイオマーカーを探す。また急性心筋梗塞における冠動脈責任病変プラークの特徴の検討する

ため，ＡＭＩで緊急カテーテル治療を受けた患者の血管内超音波（IVUS）画像を解析し，完全閉塞
病変，破綻したプラークの特徴，また破綻部位等を検討する。

冠動脈不安定プラークの発展及び破綻のメカニズム

The mechanism of the progress and rupture of coronary 
artery unstable plaque

Atsushi HIRAYAMA

50周年外国人招へい研究報告書



冠動脈不安定プラークの発展及び破綻のメカニズム

─      ─52

ら得られた代謝，機能の異常の変化の関連性を検討

し，プラークの特性とバイオマーカーの相関性を証

明し，バイオマーカーを複数用いることにより，プ

ラークの特性と不安定プラークを予知する。

急性心筋梗塞の発症は冠動脈不安定プラークの破

綻，侵蝕とそれに伴い血栓が形成し，血管が塞がれ

ることで起こることが明らかになってきたが，冠動

脈造影における完全閉塞病変と不完全閉塞病変のプ

ラークの特徴，また，破綻したプラークの特徴，破

綻部位など詳しいメカニズムはまだわかっていな

い。我々はＡＭＩで緊急カテーテル治療を受けた患

者の血管内超音波（IVUS）画像を解析し，完全閉塞

病変，破綻したプラークの特徴，また破綻部位等を

検討する。

３．研究実施内容

冠動脈造影とカテーテル治療を受ける冠動脈疾患

の患者から採血し，様々なマルチバイオマーカーを

測定する。また，血管内超音波，血管内視鏡，OCT

などの血管内イメージング検査を用いて，冠動脈プ

ラークの特性を定性かつ定量的に解析する（写真2，

血管内超音波画像を解析する様子）。経時的に 3年

後まで調査し，期間内に冠動脈造影が必要となった

場合，上記の採血と血管内イメージング検査を施行

する。プラークの特性，進展，改善とマルチバイオマー

カーの相関を分析し，不安定プラークの予知とプラー

クの進展，改善を関連するバイオマーカーを探す。

後ろ向き観察研究で，急性心筋梗塞で緊急カテー

テル治療を受けた患者の血管内超音波画像を解析し

（写真2），造影上病変狭窄度，責任病変の血管内腔

面積/体積，血管面積/体積，粥腫面積/体積，線維，

脂質，壊死コア，石灰化等の粥腫成分（iMAP－

IVUS）の量と立体構造，破綻部位等を検討する。

4．研究成果

冠動脈責任病変の粥腫量と粥腫成分は血中

HbA1C，HDL－C，白血球レベルなどと相関してい

た。血中HDL－Cレベルは病変の狭窄度とプラーク

の量などと逆相関した。

急性心筋梗塞責任病変の粥腫形態と成分は粥腫の

破綻と冠動脈完全閉塞において重要な役割を果たし

た。壊死コア一番大きい所は破裂可能性が最も高い

であり，破綻は殆ど最大プラークバーデンと最小内

腔面積より近位で行う。
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４．研究成果 

冠動脈責任病変の粥腫量と粥腫成分は血中 HbA1C、HDL-C、白血球レベルなど

と相関していた。血中 HDL-C レベルは病変の狭窄度とプラークの量などと逆相

関し、特に HDL-C の subclass、HDL2-C は病変進展と粥腫不安定化と逆相関して

いた。 
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